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企
画
総
務
委
員
会

　
自
転
車
保
険
加
入

問　
自
転
車
保
険
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
加
入
す
る
こ
と
で
、
被
害
者

は
補
償
を
確
実
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、
加
害
者
と
な
っ
た
場
合
は
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。
一

方
、
加
入
者
は
保
険
料
の
負
担
が
生

じ
る
。

問　
自
転
車
保
険
加
入
義
務
化
に

対
す
る
市
の
考
え
は
。

答　
自
転
車
保
険
加
入
の
必
要
性

を
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
引
き

続
き
加
入
の
啓
発
を
行
い
、
市
民
の

安
心
安
全
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
の
他
「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」「
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
元
号
変
更
対

応
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
産
業
委
員
会

　
認
知
症
連
携
協
定

問　
「
認
知
症
の
方
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
連
携
協

定
の
概
要
は
。

答　
６
月
９
日
に
、
刈
谷
医
師
会
、

刈
谷
、
高
浜
、
知
立
の
３
市
、
エ
ー

ザ
イ
（
株
）
で
締
結
し
、
各
種
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
か
。

答　
医
療
関
係
者
と
の
連
携
や
、

全
国
規
模
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
が
期
待
で
き
、
効
果
的
な
事
業
の

推
進
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
他「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
農
業
経
営
法
人
化
」「
地
域
サ
ロ
ン
」

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

建
設
委
員
会

　
刈
谷
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画

問　
本
計
画
の
内
容
及
び
刈
谷
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
と
の

関
連
性
は
。

答　
本
計
画
は
、
刈
谷
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
踏
襲
し
つ

つ
、
刈
谷
駅
及
び
刈
谷
市
駅
周
辺
の

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
、

主
に
ハ
ー
ド
面
に
関
す
る
基
本
的
な

整
備
方
針
を
示
し
、
中
心
市
街
地
の

さ
ら
な
る
魅
力
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

計
画
で
あ
る
。

　

そ
の
他
「
市
営
住
宅
明
渡
し
等
訴

訟
経
過
報
告
」「
治
水
対
策
」
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会

　
住
吉
幼
稚
園
新
園
舎
及
び
重
原
幼

稚
園
跡
地
に
整
備
予
定
の
保
育
園
の

開
園
延
期

問　
延
期
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
あ
る
園
児
数

へ
の
影
響
は
。

答　
現
状
の
計
画
は
、
平
成
31
年

ま
で
で
あ
る
た
め
、
今
年
か
ら
次
期

計
画
の
策
定
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

重
原
幼
稚
園
跡
地
に
整
備
予
定
の
保

育
園
に
関
し
て
は
、
現
状
の
計
画
に

は
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
次
期

計
画
策
定
の
際
に
、
状
況
を
見
極
め

て
入
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

「
教
員
の
負
担
軽
減
」
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

報

告

案

件

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
継
続
費
の

繰
越
し
に
つ
い
て

　

継
続
費
と
は
、
数
年
度
に
わ
た
り

予
算
を
支
出
す
る
も
の
で
、
完
了
ま

で
に
期
間
を
要
す
る
事
業
に
適
用
し

ま
す
。

　

経
費
の
総
額
や
年
割
額
は
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業

の
進
行
状
況
に
よ
り
、
順
次
繰
り
越

し
て
支
出
し
ま
す
。

・
市
営
住
宅
長
寿
命
化
整
備
事
業

・
住
吉
幼
稚
園
移
転
新
築
事
業

・
歴
史
博
物
館
建
設
事
業

継
続
費
の
総
額

49
億
１
，
８
２
７
万
９
千
円

30
年
度
へ
の
繰
越
額

10
億
３
７
９
万
６
千
円

単

行

議

案

■
業
務
委
託
の
契
約
に
つ
い
て
（
刈

谷
市
歴
史
博
物
館
常
設
展
示
品
等
製

作
設
置
業
務
）

問　
委
託
業
務
の
内
容
は
。

答　
展
示
室
内
へ
の
映
像
、
音
響

機
器
の
設
置
や
、
映
像
の
製
作
、
展

示
室
内
の
間
仕
切
り
な
ど
の
造
作
の

ほ
か
、
刈
谷
城
の
模
型
や
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
用
の
万
燈
の
設
置
が
主
な
も
の

で
あ
る
。

問　
入
札
の
参
加
事
業
者
は
何
社

か
。
ま
た
、
地
元
企
業
は
入
っ
て
い

る
か
。

答　
入
札
参
加
は
３
社
で
、
い
ず

れ
も
本
社
が
東
京
の
会
社
で
あ
る
。

問　
東
京
の
会
社
で
業
務
に
問
題

は
な
い
の
か
。

答　
担
当
者
が
定
期
的
に
本
市
を

訪
問
し
て
い
る
な
ど
、
確
実
に
業
務

を
遂
行
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る

た
め
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

条

例

議

案

■
刈
谷
市
南
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問　
一
部
の
方
が
３
割
負
担
と
な

る
が
、
そ
の
要
件
は
何
か
。

答　
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２

２
０
万
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
同
一

世
帯
の
65
歳
以
上
の
方
の
年
金
収
入

と
、
年
金
以
外
の
収
入
に
か
か
る
所

得
の
合
計
額
が
、
本
人
の
み
の
単
身

世
帯
の
場
合
は
３
４
０
万
円
以
上
、

２
人
以
上
世
帯
の
場
合
は
４
６
３
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
本
市
の
要
介
護
認
定
者
全
体

に
お
け
る
、
３
割
負
担
と
な
る
人
の

割
合
は
。

答　
要
介
護
認
定
者
全
体
の
８
％

と
見
込
ん
で
い
る
。

■
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問　
今
回
の
改
正
に
お
い
て
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
は
。

答　
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
る

医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、

国
は
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
限
度
額
を
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
旨
を
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て

も
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
の
公
平
性

の
確
保
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
引

き
上
げ
を
行
い
、
被
保
険
者
間
の
保

険
税
負
担
の
均
衡
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

問　
近
年
の
国
民
健
康
保
険
税
の

医
療
分
の
課
税
限
度
額
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
改
正
後
の
課
税
限
度
額
は
、

合
計
で
い
く
ら
に
な
る
か
。

答　
医
療
分
の
課
税
限
度
額
は
、

平
成
28
年
度
は
52
万
円
、
平
成
29
年

度
は
54
万
円
で
あ
る
。
今
回
の
改
正

後
の
課
税
限
度
額
は
、
医
療
分
が
58

万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
19

万
円
、
介
護
納
付
金
分
が
16
万
円
で

合
計
93
万
円
で
あ
る
。

問　
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の
給
与

所
得
者
世
帯
の
場
合
、
改
正
後
の
課

税
限
度
額
に
達
す
る
収
入
額
は
い
く

ら
か
。

答　
給
与
収
入
と
し
て
、
試
算
し

た
場
合
、
限
度
額
に
達
す
る
収
入
額

は
、
約
１
，
１
１
３
万
円
で
あ
る
。

■
刈
谷
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問　
空
家
等
対
策
協
議
会
に
お
け

る
協
議
の
内
容
は
。

答　
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
及

び
変
更
に
関
す
る
協
議
を
行
う
ほ
か
、

空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
活
用
の

促
進
に
関
す
る
方
策
の
検
討
な
ど
、

計
画
の
実
施
に
関
す
る
協
議
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

問　
会
議
は
、
公
開
さ
れ
る
の
か
。

答　
原
則
、
公
開
と
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
が
、
空
家
等
の
所
有
者

な
ど
に
関
す
る
個
人
情
報
を
含
む
議

事
や
議
題
に
つ
い
て
は
非
公
開
と
す

る
予
定
で
あ
る
。

補 

正 

予 

算 

議 

案

　
補
正
予
算
議
案
は
、
全
議
員
で
構

成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経

て
、
企
画
総
務
、
福
祉
産
業
、
市
民

文
教
の
各
分
科
会
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。

　
６
月
28
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
を
各
分
科
会
委
員
長
よ
り

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

　
　

▲
17
億
５
，
７
２
３
万
３
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

　

５
８
１
億
５
，
２
７
６
万
７
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

　

９
１
２
億
２
，
８
６
３
万
７
千
円

【
主
な
事
業
】

○
災
害
派
遣
ト
イ
レ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
を
募
り
、

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
購
入
し
ま
す
。

１
，
６
５
１
万
３
千
円

問　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
集
ま
っ
た
寄
附
額
は
。
ま
た
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
自
治
体
数
は
。

答　
目
標
金
額
５
０
０
万
円
を
上

回
る
５
６
８
万
４
千
円
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
。
静
岡
県
富
士
市
、
本
市

に
次
い
で
全
国
で
３
番
目
に
静
岡
県

西
伊
豆
町
が
参
加
を
表
明
し
て
い
る
。

陳
情
の
結
果

　

今
回
市
民
の
皆
さ
ん
等
か
ら
提
出

さ
れ
た
陳
情
７
件
は
、
関
係
す
る
委

員
会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ

も
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
適
正
な
下
請
単
価
や
賃
金
・
労
働

条
件
を
確
保
で
き
る
公
契
約
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

▼
す
べ
て
の
労
働
者
に
、
安
定
し
た

雇
用
と
１
日
８
時
間
の
労
働
で
暮
ら

せ
る
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
体
制
・
機
能
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情▼
地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
沖
縄
県
民
の
民
意
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
地
方
自
治
を
尊
重
し
、
辺
野

古
の
新
基
地
な
ど
米
軍
基
地
建
設
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

▼
刈
谷
市
職
員
の
勤
務
時
間
中
の
禁

煙
を
求
め
る
陳
情

主
な
議
案
６
月

 

定
例
会

　
今
回
は
、
刈
谷
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
及

び
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　
質
疑
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
各
委
員
会
の
委
員
長

報
告
を
中
心
に
、
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
議
案
、
陳
情
の
審
査
の
ほ
か
、
主
に
次
の
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
委
員
会
の
動
き

いきいきと身体を動かし健康的な生活を
（南部福祉センター）

生活環境の安心安全を

議
決
結
果
一
覧
表	

（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て	

了
承

・
工
事
請
負
契
約
の
額
を
変
更
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て	

了
承

・
刈
谷
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
に
つ
い
て	

了
承

・
平
成
29
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
継
続
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て	

了
承

・
平
成
29
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て	

了
承

・
平
成
29
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
事
故
繰
越
し
の
繰
越
し
に
つ
い
て	

了
承

・
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て	

異
議
な
い
旨
答
申

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係　
１
議
案
】	

可
決

・
刈
谷
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
福
祉
産
業
委
員
会
関
係　
４
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
南
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
建
設
委
員
会
関
係　
１
議
案
】	

可
決

・
刈
谷
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係　
10
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
常
設
展
示

　

品
等
製
作
設
置
業
務
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
亀
城
小
学
校
他
２
校
空
調
設
備

　

設
置
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
小
高
原
小
学
校
他
２
校
空
調
設

　

備
設
置
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
か
り
が
ね
小
学
校
他
１
校
空
調

　

設
備
設
置
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
住
吉
小
学
校
他
１
校
空
調
設
備

　

設
置
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
双
葉
小
学
校
他
１
校
空
調
設
備

　

設
置
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
富
士
松
南
小
学
校
他
１
校
空
調

　

設
備
設
置
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
小
高
原
小
学
校
南
舎
大
規
模
改

　

造
（
建
築
）
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
双
葉
小
学
校
南
舎
大
規
模
改
造

 

（
建
築
）
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
富
士
松
中
学
校
南
舎
大
規
模
改

　

造
（
建
築
）
工
事
）

【
補
正
予
算
関
係　
１
議
案
】	

可
決

・
平
成
30
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
（
※
）

【
議
員
提
出
議
案　
１
議
案
】	

可
決

・
日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
見
直
し
を
求
め
る
意

　

見
書

　

日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

日
本
年
金
機
構
が
デ
ー
タ
入
力
を
委
託
し
た
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｙ
企
画
の
入
力
漏
れ
と
入
力

誤
り
に
よ
り
本
年
２
月
支
払
い
時
の
源
泉
徴
収
額
に
誤
り
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、
当
事
業

者
は
契
約
違
反
で
あ
る
再
委
託
ま
で
行
っ
て
い
た
。
日
本
年
金
機
構
は
平
成
27
年
５
月
に
も

サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
個
人
情
報
の
流
出
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。

　

莫
大
な
個
人
情
報
を
管
理
す
る
機
関
が
二
度
に
わ
た
っ
て
情
報
問
題
を
引
き
起
し
た
こ
と

は
、
年
金
制
度
や
個
人
情
報
保
護
制
度
の
信
頼
を
損
ね
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
複
雑
化
し

た
年
金
制
度
を
正
確
か
つ
公
正
に
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
年
金
機
構
は
、
信
頼
回

復
の
た
め
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

１　

外
部
有
識
者
の
調
査
組
織
に
よ
り
本
事
案
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
徹
底
的
に
検
証
す
る
こ

と
。

２　

委
託
業
者
の
作
業
進
捗
管
理
手
法
や
納
品
物
の
検
証
・
監
査
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

３　

日
本
年
金
機
構
が
保
有
す
る
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
等
の
個
人
情
報
保

護
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　
　

平
成
30
年
6
月
29
日

刈　

谷　

市　

議　

会

会派名及び議員名

議案名及び議決結果

真政クラブ 市民クラブ 無所属議員
の会 公明クラブ 日本共産党議員団 清風クラブ

議
長
※

副
議
長

渡
邊　

妙
美

外
山　

鉱
一

清
水　

俊
安

鈴
木　

正
人

加
藤　

廣
行

加
藤　

峯
昭

前
田　

秀
文

鈴
木　

浩
二

伊
藤　

幸
弘

黒
川　

智
明

佐
原　

充
恭

中
嶋　

祥
元

山
内　

智
彦

加
藤　

賢
次

鈴
木　

絹
男

神
谷　

昌
宏

蜂
須
賀
信
明

松
永　
　

寿

白
土
美
恵
子

樫
谷　
　

勝

新
村　

健
治

野
村　

武
文

山
本
シ
モ
子

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

山
崎　

高
晴

稲
垣　

雅
弘

刈谷市南部福祉センター条例等の一部改正について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

刈谷市介護保険条例の一部改正について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

平成30年度刈谷市一般会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

※議長は、採決に加わりません。

6月定例会提出議案の賛否

賛否が分かれたものについて掲載します。
（○：賛成　×：反対）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
9
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次

の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
、
答
申
し
ま
し

た
。（
任
期
３
年
）

戸と　
田だ　
チ
ト
ミ　
氏
（
４
期
目
）

大
正
町

神か
み　

谷や　
美み

紀き

子こ　
氏
（
２
期
目
）

東
境
町

増ま
す　

本も
と　

立た
つ　

也や　
氏
（
１
期
目
）

原
崎
町

人権擁護委員とは、国民に保障されている基
本的人権を守るため、法務大臣より委嘱され
ています。市長は議会の意見を聞き、法務大
臣に推薦します。


